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【目的】世界的な高齢化率の増加を背景に, 低栄養の有病率は 0.8-24.6%と高頻度に存在し

ており低栄養は世界的問題として認識されている 1. 低栄養の予防または治療における重要

な要素は, エネルギー必要量の評価である 2. 間接熱量測定は安静時エネルギー消費量

（REE）を導き出すゴールドスタンダードな方法であるが, 医療機関で日常的に測定できる

ものではない 3. そのため, REE を予測するための予測式がいくつか開発されているが, 低
栄養の高齢入院患者に対しての検討では, それらの REE 予測式は精度が十分ではないこと

が示されており, 早急に低栄養の高齢入院患者にとって利用可能な REE を予測するツール

が必要と報告されている 4. 本研究では, 日本人高齢入院患者に対して間接熱量測定を行い, 
高齢者における REE 予測式を作成するための基礎データとして, 既存の推定式との誤差の

評価を行った.   
【方法】デザイン: 横断研究. セッティング: 地域の総合病院. 対象者: 2020 年 1 月から

2021 年 2 月までに内科にて入院した 70 歳以上の患者. 測定項目: REE は間接熱量測定器

（エアロモニタ 300S, ミナト医科学）を用いた間接熱量測定(IC)にて実施した. 予測 REE
は 5 つの式から計算し, 解析では年齢グループごとに実測 REE と予測 REE の誤差の比較

を行った. 
【結果】合計 50 名の対象者を解析に含めた(平均年齢: 88.6 ± 7.1 歳, 男性: 28% , 平均 BMI: 

20.0 ± 3.6 kg/m2). 対象者の背景を表 1に示す. 実測REE（平均（95%CI）で示す）は 963.4 (919.0, 

1007.8) kcal/day であり, Harris-benedict 式にて算出した予測 REE は 847.3 (793.3, 901.3) 

kcal/dayであった. 体重×20 で計算した予測 REE は(1008.6 (969.2, 1048.0), P < 0.01)と有意に

高く, Schofield の式で算出した予測 REE は(1059.8 (1029.5, 1090.1) kcal/day (P < 0.01))と有意

に高かった（表 2, 図 1）. 

【結論】高齢入院患者において, 現在利用されている REE 予測式はいずれの式においても

臨床現場で許容できない大きな誤差を示した. 今後, 測定対象者を増加させ, 日本人高齢入

院患者において妥当性の検証された REE 予測式の開発が必要である.   
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表 1 対象者属性 
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表 2 実測 REE と予測 REE の比較 

 
 
 
 

 

図 1 実測 REE と予測 REE の誤差 
（Mean Relative Bias (%) was calculated as: (ΔREEPredicted / REEMeasured)×100. Error 
bars are ±95%CI.） 
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